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研究の背景 

我が国の積雪・寒冷な地域にある道路は，

降積雪と気温の低下により凍結路面が発生

することを防止し，冬季路面の安全な走行

を確保するため，凍結防止剤を路面に散布

している．しかし路面に撒かれた凍結防止

剤はその役目を果たした後，路面水の一部

は伸縮装置から流下し，また舗装面のひび

割れから床版内へと浸透していってしまう．

これにより，上部構造の桁端部や下部構造

の支承のまわりの鉄筋コンクリートを塩害

劣化させ，また，RC 床版の塩害や鉄筋腐

食を引き起こす． 

研究の目的 

本研究の目的は，凍結防止剤で塩害劣化

した RC 床版を対象に，耐荷性能を調べ，

RC 床版の劣化状況と耐荷力の関係を整理

する．更に，RC床版で顕在してみられたコ

ンクリート部の劣化をモデル化し，FEAを

行い，コンクリートの劣化と劣化位置の影

響度を把握する．また、水平ひび割れの有

無や，腐食鉄筋に関する基礎試験を行う。

これによりコンクリートと鉄筋の付着性状

が耐荷力に与える影響を確認する．最後に

凍結防止剤による塩害劣化を受けた RC 床

版の耐荷力に何が最も敏感に影響するかを

明示し、RC床版のたわみを評価する．  

試験の目的 

凍結防止剤の塩害を受けた RC 床版はコン

クリート内部の鉄筋が腐食していることが

多い．コンクリート中の鉄筋が腐食した場

合，鉄筋の断面積の減少やコンクリートと

鉄筋の付着力の低下に起因して，RC床版自

体の耐荷力は低下することが予想される．

そこで鉄筋とコンクリートの付着力を把握

するため，鉄筋の引抜き試験を行う．比較

パラメータは鉄筋径・ふしの有無，鉄筋の

腐食，腐食によるひび割れ模擬，腐食物質

の 5 パターンである．試験により鉄筋の付

着応力とすべり量の関係を整理しτ-S曲線

から比較を行う。 

供試体概要 

 供試体はコンクリート寸法が縦 300mm

横 150mm厚さ 150mm重さ 15kgに加工した

鉄筋を埋込み打設する．鉄筋位置は横

150mm の中央に位置し，厚さ 150mm に対

しかぶりが 40mm，110mm になるように配

置し，実床版の状況を模擬する．また，自

由端部の鉄筋突出長さを 5mmとし，かぶり

40mm の面に貼り付けたゲージを B 面側，

反対側を A面側とする．供試体の概要を図

1に示す．  

 

 

 

 

 

図 1 供試体概要 



試験結果 

試験から得た荷重‐ひずみ関係を用いて

図 2〜4の付着応力-すべり量（τ-S）関係を

求める．凡例の距離は塩ビパイプの端部を

付着開始点とし，端部からの距離を示す．

また，ひずみ分布の傾きについてはゲージ

3 点から傾きを求める．表 1 にすべての試

験結果を載せる．  

図 2 D19のτ-S関係 

 

図 3 ひび割れ模擬した D19のτ-S関係 

 

図 4 電食鉄筋のτ-S関係 

 

表 1 最大付着応力比較表  

種類 
最大付着応力

（N/mm2） 

最大すべり量

（mm） 

D13 5.5  2.9 

R13 3.8  3.5 

D19 7.1  2.7 

ひび割れ模擬 5.5  0.7 

腐食鉄筋 15.2% 4.7  3.5 

腐食鉄筋 8.0% 5.1  1.8 

腐食鉄筋 4.4% 9.3  0.9 

電食鉄筋 7.8  0.16 

 

考察 

床版に対し水平方向のひび割れを模擬し

た場合，健全なものすべり量の 1/5 倍で破

壊に至る．しかしながらひび割れは腐食に

よる断面欠損が大きい場合に発生するため

腐食を考慮するとすべり量に加え，付着応

力の減少も顕著になると推測される． 

腐食鉄筋を挿入した場合，腐食率が増加

するほど付着応力は減少するがすべり量は

逆に増加する傾向である．腐食による鉄筋

断面減少率が 15％においてふしがない状態

の付着応力の挙動に近似する．また、電食

した場合，かぶり面へのひび割れの影響が

大きくすべり量が極端に低下する． 

これにより劣化した床版内では鉄筋の腐

食が進み，床版に対して水平方向のひび割

れが発生すると鉄筋の付着応力は健全なも

のに比べ大幅に低下すると予測できる． 

今後の課題 

基礎試験で得られた付着力を用いて解析を

行い、劣化した RC 床版の破壊挙動の検討

を行う．また，実橋における付着力の評価

法の提案をしていく． 
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